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家庭用コミュニケーションロボットが市場に出て久しいが、ビジネス上の成功からは

程遠いのが現状である。この要因の一つとして、現状のこうしたロボットが自律的に

行動するという前提をおいているため、その反応系のほとんどは設計者が思いつくル

ールを並べることで実装しており、そうして生み出せるインタラクションの多様性には

限界があり、いずれ飽きを生んでしまうということが考えられる。 

そこで我々は、ロボットを自律化させることを目指すのではなく、ロボットに人とつな

がるためのコミュニケーションツールとしての役割をもたせるというアプローチを取るこ

とで、インタラクションの多様性を確保し、ユーザに飽きを生じさせないためのソフトウ

ェアの開発を行う。そして、ネットだけ、リアルだけでは困難だった「適度なつながり」を

実現し、女性をコアターゲットとしたロボット市場の創出を目指す。 

 

 

 

女性向きの緩やかなコミュニケーションツールとしてのロボットという提案は興味深

い。仕組みの単純さからも普及する可能性が見込める。 

 

 

 

「感情割り当てデータベースの構築」は、ユーザが入力したメッセージや絵文字から

テキストマイニング手法を用いて、より適切にユーザの感情を選択できるものとする。 

「Web 上メッセージ入力アプリケーションとサーバシステム」は、ユーザがより簡単に

入力でき、かつ、感情抽出機能、ロボットが持つ音声再生機能と連携しやすいものと

する。 

「ロボットハードウェア」は、コミュニケーション相手の感情を表現でき、るものとする。

ターゲット層にあったデザイン、かつ将来的な量産も視野に入れて、いくつかの試作

品を作りながら最終形を決定する。 

 

 

 

初期のハードウェア試作フェーズで、コンセプトとデザインの整合性、量産・発売を視

野に入れた耐久性、素材などの確定に時間がかかったため、ハードウェア製作が遅

れた。当初計画の量産・配布には至らなかったが、今後の量産に向けた基本型を完

成することはできた。 

ソフトウェア開発はハードウェアと平行して進めていたため、若干遅れ気味ではあっ
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たが最終的には一通りのシステムを完成することができた。 

 

 

 

ユーザがメッセージを入力するWebアプリケーション(twitterとの連携)およびサーバ

システムの開発、感情割り当てデータベース構築は、ほぼ当初の計画通りに完成。

ハードウェア（名称：ココナッチ）は、デザイン、素材などを確定し、10 体を製作した。こ

れらを連携させ、メッセージの内容（感情）に合わせてハードウェアが動作する所まで

完成した。 

 

これにより、従来の「仮想空間上のテキストだけのコミュニケーション」から、「ロボッ

ト（ココナッチ）を介して、実際に五感で触れることができるコミュニケーション」が可能

となった。 

 

 

 

本プロジェクトは、コンセプトのデザイン、ハードウェア開発、ソフトウェア開発の 3 つ

の項目からなる。 

コンセプトについては、採択時より何度も話会いながら、普及可能性の高いロボット

にすべく練り上げてきた。現状のインターネットの利用形態等を鑑みれば、十分い普

及可能性を持つものになったと考える。 

ハードウェア開発は、基本的な試作はできたが、商品としての耐久性等を実現する

までには至らなかった。しかしながら、与えられた時間を考えれば、プロジェクトとして

の達成度は高い。 

ソフトウェアは順調に開発が進んだと思われる。 

それぞれを担当する 3 人と、それを支援する周辺の協力者が一丸となって、精一杯

取り組まれたプロジェクトである。 

また、これら 3 つの要素を組み合わせて実現される、人と人と緩やかに繋ぐロボット

は、ネット社会と実世界を繋ぐ新しいメディアとして、今後注目されるのではと期待して

いる。 

 

１１．成果 

１２．プロジェクト評価 



 

 

今後、本プロジェクトを実用化、商品化するために、 

・Webアプリケーション公開に向けた画面デザイン、UIの改善。 

・twitter以外の Webサービスとの連携。 

・ロボットのポータブル化。（携帯電話との赤外線通信、バッテリー等） 

などが必要である。 

１３．今後の課題 


